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　建設業年末年始労働災害防止強調期間（令和４年12月１日～令和５年１月15日）の始まった12月２日
に広島労働局・建災防広島県支部合同現場パトロールを実施しました。今回は、広島市南区で大林組・
広成建設JVが施工する「広島駅南口ビル新築他工事」の現場をパトロールしました。
　当日は、広島労働局より阿部労働局長をはじめ４名、建災防広島県支部から檜山支部長、常任委員と
事務局など６名の合計10名が参加しました。
　工事事務所に集合された参加者を前に阿部労働局長が「広島県内の労働災害の発生状況は、休業４日
以上の死傷災害は12％減少しているが、死亡災害は全産業で24人と倍増しており、憂慮すべき事態と
なっている。このような状況を踏まえ「死亡災害多発警報」を県内の事業者、労働者及び関係者に対し
て発令した。年末年始に向け、基本に立ち返り、死亡災害の撲滅に取組みましょう」と挨拶されました。
　続いて、檜山建災防広島県支部長が「当現場は広島の玄関口として注目されており、厳しい作業環境
の中で継続的な安全衛生活動に取組み、労働災害防止の推進を図って欲しい」と呼びかけました。
　次に、当該工事を含む「広島新駅ビル」事業概要を発注者の西日本旅客鉄道㈱広島工事所より説明が
あり、工事を担当される広島駅南口ビル新築工事特定建設共同企業体より、工事概要、作業の進捗状況、
今後の工程、安全方針、パトロール実施要領等の説明を受けた後、現場へ向かいました。
　現場は、鉄骨ラーメン造、地上20階、地下2階の構造、用途は商業施設、映画館、ホテル、駐車場、
駐輪場の新築工事で、２階フロアは路面電車乗降場が計画されています。当日は、西棟、東棟に区分け
された箇所で作業が行われており、それぞれの箇所の作業状況や安全対策を確認しました。
　その後、併設されている展望デッキにおいて「局長の囲み取材」、朝礼場へ移動して阿部広島労働局
長より作業に従事する職員、作業者の方々へ「激励の言葉」がありました。
　パトロール後の講評において、現場は安全通路の確保、整理整頓は良好で、墜落・転落、飛散防止対
策も適切に行われていました。また、第三者等に対する動線の切替が多いと思われるが良く管理されて
いたと高い評価がありました。広島労働局より、時間、場所など規制の多い中、整理整頓、作業管理が
行き届いている。市民の注目度も高いので、いい緊張感をもって事故を未然に防ぎ、無事故無災害を継
続してもらいたいとの要望がありました。
　パトロール開催にご協力いただきました関係者の皆様に感謝申し上げますとともに、広島駅ビル事業
の早期完成と当該工事の無事故・無災害の継続をお願いしました。

広島労働局・建災防広島県支部 合同現場パトロール広島労働局・建災防広島県支部 合同現場パトロール
―建設業年末年始労働災害防止強調期間に実施―

（現場のパトロール状況） （広島労働局長「激励の言葉」）
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広島県内で労災死亡事故が多発しています
広島労働局 死亡災害多発警報の発令（要請）‼

広労発基 1201 第１号
令 和 4 年 12 月 １ 日
広 島 労 働 局 長死亡災害多発警報趣旨

　広島労働局管内においては、本年、11月末日時点で24人（速報値）の尊い生命が失われ、過去最少であった昨年（死亡11人）か
ら一転、大幅に増加しております。
　これらの災害発生状況からは、安全な作業計画、作業設備の不備や安全教育の不徹底など、基本的な安全措置がとられていな
かったことが一因と推定されます。
　かかる事態を受け、広島労働局では「死亡災害多発警報」を発令し、県内の事業者、労働者及び関係者に対し取組をお願いする
ことといたしました。
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死亡災害多発警報発令中における取組事項
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広島労働局 雇用環境・均等室長より要請がありました
　　冬期における年次有給休暇取得の推進について

広労雇均発１１２４第１号
令和４年１１月２４日

各　 位

広島労働局雇用環境・均等室長

冬季における年次有給休暇の取得促進について（広報依頼）

　厚生労働行政の運営につきましては、平素より格別の御理解と御協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　さて、年次有給休暇（以下「年休」という。）の取得率につきましては、令和
４年１０月２８日公表の「令和４年就労条件総合調査」の結果によると、令和３
年に５８．３％と前年より１．７ポイント上昇し、過去最高となったものの、依
然として政府目標である７０％とは大きな乖離があります。
　なお、広島県は、令和３年に５３．７％（令和４年就労条件総合調査の特別集計を
基に厚生労働省雇用環境・均等局総務課雇用環境政策室が作成）と全国平均より４．６
ポイント低く、前年より０．７ポイント減少しています。
　また、労働基準法（昭和２２年法律第４９号）の改正により、平成３１年４月
から、全ての企業において年１０日以上の年休が付与される労働省に対する年５
日の年休の確実な取得が求められているところです。
　一方、導入が広がっている計画的な業務運営や休暇の分散化にも資する年休の
計画的付与制度（※１）や、労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方
に資する時間単位の年休（※２）については、新型コロナウイルス感染症対策と
して求められている、新しい働き方・休み方を実践するためにも効果的です。
　このため、厚生労働省では、１０月の「年次有給休暇取得促進期間」に続き、
この冬における年休の取得促進の気運を醸成するため、ポスター及びリーフレッ
トを活用した広報、労使に対する働きかけ等を行って行くこととしております。

貴職におかれましても、この趣旨を御理解の上、同封のポスターを掲示していた
だくとともに、別添の広報文例も参考にしつつ、広報誌への掲載等により、傘下
企業等への周知に御協力のほどお願いします。
　なお、本ポスター・リーフレットは、以下に掲載していますので。併せて御活
用ください。

○年次有給休暇取得促進特設サイト
https://work-holiday.mhlw.go.jp/kyuuka-sokushin/
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広島中央
 呉  
福 　 山
三 　 原
尾 　 道
三 　 次
広 島 北
廿 日 市
合 　 計

全　　産　　業 建　　設　　業
令和３年 令和４年 令和３年 令和４年

死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計
対前年
増減数増減数

対前年
増減率
（%）

建設業
/全産業
（%）

912
272
548
130
165
155
382
253
2,817

4.7
－3.6
－20.0
14.3
20.0
－62.5
－11.6
53.8
－3.1

5.7
4.4
4.4
4.3
7.0
2.6
5.8
7.4
5.3

4
－1
－11
2
3

－15
－5
14
－9
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27
44
16
18
9
38
40
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16
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9
38
39
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1

1
4
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43
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86
28
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15
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42
26
289

1

1

2

656
340
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244
93
193
267
287
2,534

1,570
613
1,005
374
258
348
651
541
5,360

1,566
612
1,001
373
256
347
647
539
5,341

4
1
4
1
2
1
4
2
19

914
273
551
130
165
155
384
254
2,826

2
1
3

 
2
1
9

１

２

３

４

１月

４月

４月

４月

建設業

建設業

建設業

建設業

転　倒

墜落・転落

交通事故

墜落・転落

男

男

男

男

40代

60代
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7年

1年

40年

1年

作業者・
技能者
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技能者

作業者・
技能者

作業者・
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移動式クレーン機能付きドラグ・ショベルで生コン
クリートを入れたホッパーを吊って、約２ｍ下の型
枠に生コンクリートを打設しようとしていたところ、
ドラグ・ショベルが転倒し、運転者がキャビンとコン
クリート擁壁に挟まれた。
工場屋根修理に伴い、箒などで土ぼこりを清掃し
ていた労働者が樹脂製波板とスレートの重ね合
わせ（境界）部を踏み抜き墜落した。

資材置き場の前（傾斜地）に３tダンプを止め、エ
ンジンを切って、車外に出た直後、当該ダンプが
逸走し始め、それを止めようと被災者が運転席に
乗り込もうとしたところ、ダンプが壁に激突した衝
撃で運転席とドアの間に被災者が挟まれた。

防音シートを足場の外側に張るため、建物最上
部の看板の天端（H鋼ウェブ上、幅約25ｃｍ、屋
上からの高さ約5.9ｍ）から垂らしたヒモに、防音
シート3枚を結び、引き上げていた際、看板の天端
から5.9ｍ下の屋上に転落した。

№ 発生月  業　種   職　種 性別 年齢　経験　事故の型　起因物　　       災　害　発　生　状　況     

移動式
クレーン

建築物
構築物

トラック

屋根、はり、
もや、けた

令和３年・令和４年　建設業における事故の型別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和４年 10 月末）

令和３年・令和４年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）

 （労働者死傷病報告による）

 広島労働局（令和４年 10 月末）

令和４年　建設業死亡災害発生状況
 広島労働局（令和４年 10 月末）

（　）内は、死亡で内数
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№ 発生月  業　種   職　種 性別 年齢　経験　事故の型　起因物　　       災　害　発　生　状　況     

新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する行政からの取組要請があった
場合は、中止、または延期する場合があります、ご協力をお願いします。

※「建築物石綿含有建材調査者講習」の申込みの受付は、講習日の２ケ月前の当日からです。
　詳細は建災防広島県支部のホームページにてご確認下さい。

 ＊ 詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。

建設業労働災害防止協会広島県支部

建設工事に従事する労働者の
た め の 安 全 衛 生 教 育
 「建設従事者教育」（６時間）
　＊要請により、随時実施（支部）令和４年度講習計画（令和４年１2月～令和５年２月末までの計画）  令和４年度講習計画（令和４年１2月～令和５年２月末までの計画）  

令和４年度登録講習計画（令和４年12月～令和５年３月末までの計画）  令和４年度登録講習計画（令和４年12月～令和５年３月末までの計画）  

作業主任者技能講習日程
足場の組立て等

建築物等の鉄骨の組立て等

実施場所受付分会 実施場所受付分会

実施場所受付分会

酸素欠乏・硫化水素危険 実施場所受付分会型枠支保工の組立て等

実施場所受付分会地山の掘削及び土止め支保工

１２月２０日～２１日
２月２０日～２１日

２月１７・１８・２０日

１月３０日～３１日

広島市 支部 広島市 支部 １月１９日～２０日 広島市 支部

２月７日～９日 広島市 支部
広島市 支部

特別教育日程
足場の組立て等

低圧電気取扱業務

実施場所受付分会

実施場所受付分会
フルハーネス型安全帯使用作業 実施場所受付分会

低圧電気取扱業務 実施場所受付分会実施場所受付分会石綿取扱い作業従事者
１２月１６日

１２月１３日
１月２０日

広島市 支部
２月１４日 広島市 支部

１月１２日 福山市 福山 １月２０日 呉市 呉

呉市 呉
１月２５日 広島市 支部呉市 呉

統括・職長等各種教育日程
職長･安全衛生責任者教育

木建解体作業指揮者教育

実施場所受付分会 実施場所受付分会

実施場所受付分会
斜面点検者教育 実施場所受付分会

足場能力向上教育
足場点検実務者研修

実施場所受付分会現場管理者統括管理
１月１９日～２０日

２月２２日

１月１７日
２月２日

福山市 福山
１月２３日～２４日 広島市 広島
２月１６日～１７日 呉市 呉

広島市 支部
１２月１３日 福山市 福山
２月１６日 広島市 広島

広島市 支部
福山市 福山

日　　程 実施場所受付分会 日　　程 実施場所受付分会
建築物石綿含有建材調査者講習（一般）

２月２７日～ ２８日 広島市 支部 ３月６日～７日 広島市 支部

建災防広島県支部（０８２）２２８－８２５０

広 島 県 支 部 各 分 会
広島分会（０８２）２２８－８２５２　三原分会（０８４８）６３－９９２０　三次分会（０８２４）６２－４３９１
呉 分 会（０８２３）２２－６８８６　尾道分会（０８４８）２２－８９１８　廿日市分会（０８２９）３１－０１９６
福山分会（０８４）９２４－４３２０

建 災 防 広 島 県 支 部
建災防広島県支部広島分会
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